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第３ＭＤグループ
呉服営業部日本橋（本館４呉服）
職場委員 星 彩子さんに

日本橋店呉服を案内してもらったうさ🐇

Vol.13

営業部付（計画） １５名
販売担当 ３０名
新宿 ２１名
日本橋 ３６名

【第３ＭＤグループ呉服営業部】
メンバー構成：103名

太田さんの1日のスケジュール

9：30 出社

9：45 お買場朝礼

10：00～ お買場で接客及びPC業務

13：00～ 休憩

14：00～ お買場で接客及びお取組先商談
会議出席

17：30～ 事務所で残務処理後退社

日本橋本店太田バイヤーに
会ってきたうさ～🐇

第３ＭＤグループ
呉服営業部
吉澤 章 部長

若手のころ、呉服担当だった吉澤部長から

メンバーにメッセージをお願いしますうさ🐇

呉服営業部のセールスやスタイリスト、及びバイヤーまでが行っている仕事は、
個々のお客さまのご要望を深く伺い（〝正にマス→個〟）、お客さまにとって
重要な人生の節目節目を演出していくお手伝いというとても高いレベルの仕事が求められます。
それはプレッシャーでもあり、難易度高い業務であることも事実ですが、
その先には『お客さまとの喜びの共感共有』『お客さまからの最大限の感謝』等、貴重な経験/喜びが待っています。

自分自身も入社して振袖の販売に従事していた若手の頃、人事部より入社を検討する学生向けに先輩社員としての
講演依頼がありました。講演を終えた時のことです。1人の学生が私の所に来て「吉澤さんから振袖買ったんですよ」と
声を掛けてくれて、振袖の話は勿論、成人式当日の話をうれしそうに話して下さいました。
販売してから2年ほど経つ大学四年生の方が未だ自分の名前を覚えていて、深く感謝されたことに驚きと共に
こみあげて来るような喜びを感じたことを今でも鮮明に覚えています。

「着物はわからない、難しい」というのが大半な方の率直な感想だと思いますが、そんなことはありません。
現に今いる当部のメンバーだって、一つ一つ覚えていきながら、ある時はお客さまに教えて頂きながら、今があります。
そんな販売接客の基本・原点、そして喜びが呉服営業部にはあります。

第３ＭＤグループ
呉服営業部日本橋バイヤー
太田 陽介 さん


	スライド 1

